
茅部神社の桜並木（�/��）

岩井畝の大桜（�/�）

美甘宿場桜（�/��）

久世トンネル桜（�/�）

　�月下旬から少しずつ桜前線が北上し、約�カ
月にわたり市内各地でお花見ができました。訪れ
た観光客らは、桜並木をゆっくり歩きながら、春
を満喫していました。少しだけですが、今年の桜
を紹介します。

����������������

宇宙桜を淡路市へ
�月��日、震災復興祈念で兵
庫県淡路市に宇宙桜（別所）の
苗木を寄贈するため、「ＮＰＯ
法人・醍醐桜未来プロジェク
ト」が美咲町の園芸家氏平さん
を招き、取り木作業を行いまし
た。�年後には移植可能なま
でに成長し、寄贈されます。
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まちの話題

このコーナーは、皆さんや振興局から寄せられた情報で作成していきます

　

中
津
井
雛
の
文
化
ま
つ
り
（
中
津
井
や

ま
び
こ
会
主
催
）
が
�
月　

日
と　

日
の

��

��

�
日
間
、
な
か
つ
い
陣
屋
周
辺
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
会
場
で
は
江
戸
時
代
に
呰
部
の

庄
屋
か
ら
児
島
の
塩
田
王
・
野
崎
家
へ
嫁

入
り
し
た
際
の
「
輿
入
れ
道
中
」
が
再
現

さ
れ
ま
し
た
。
仲
人
を
務
め
た
と
さ
れ
る

陽
明
学
者
・
山
田
方
谷
や
人
足
姿
な
ど
に 

扮
し
た
や
ま
び
こ
会
メ
ン
バ
ー
約　

人
が

��

行
列
を
つ
く
り
、
往
事
の
に
ぎ
わ
い
を
演

出
し
、
多
く
の
観
光
客
や
カ
メ
ラ
マ
ン
の

注
目
を
集
め
て
い
ま
し
た
。

輿入れ道中を見る多くの観光客

　　 豆カ レーをお披露目

湯原温泉の女将で作るシャ

クナゲ会が、湯原特産の青

大豆を使ったカレーを開発

し、湯原温泉ミュージアム

で試食会を開きました。湯

原温泉の新たなお土産にし

ようと制作。来場者は風味

や食感を楽しみました。

�/��

　　 交通・少年警察協助員に委嘱状伝達

本年度の交通・少年警察協

助員の委嘱状伝達式が真庭

警察署で行われました。委

嘱された交通警察協助員��

人、少年警察協助員��人が、

事故や犯罪のない地域づく

りに向けて決意を新たにし

ました。

�/�

　　 湯原で全国大会開催

第��回全国ベテランペタン

ク大会が�月�、�日に湯

原温泉スポーツ公園で開か

れました。真庭市内をはじ

め、埼玉県や岐阜県などか

ら��歳以上の愛好者の��チ

ームが参加し、互いに交流

を深め合っていました。

�/�

　　 ホルスタインの優秀さを競う

第��回中国地区ブラック＆

ホワイトショウが全農岡山

県本部総合家畜市場で開か

れました。約���頭のホルス

タインが出品され、体格や

胸のはりなどを審査。各部

門で表彰を行い酪農業の発

展を期しました。

�/�

　　 千本桜に願いを込めて

蒜山上福田にある川上自然

運動公園で蒜山千本桜植樹

式が行われ、 地元の人を中心

に約 ��� 人が参加し ま し た。

参加者は、千本の桜が一面

に咲き誇るよう願いを込め

て丁寧に苗木を植えていま

した。

�/��

江
戸
時
代
の
嫁
入
り
を
再
現

中
津
井
雛
の
文
化
ま
つ
り

　

出
雲
街
道
を
歩
く
イ
ベ
ン
ト
が
�
月　
��

日
に
開
か
れ
、
真
庭
市
内
を
中
心
に
約　
��

人
が
参
加
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
松
江
藩

の
藩
主
が
参
勤
交
代
の
時
に
通
っ
て
い
た

と
さ
れ
る
道
を
中
心
に
、
美
甘
の
田
口
地

区
か
ら
勝
山
文
化
セ
ン
タ
ー
ま
で
歩
き
ま

し
た
。
ガ
イ
ド
の
出
雲
街
道
勝
山
宿
の
会

の
メ
ン
バ
ー
が
、
道
中
で
山
中
一
揆
に
縁

の
あ
る
場
所
や
、
今
は
石
積
み
だ
け
が
残

っ
て
い
る
茶
屋
の
跡
地
な
ど
に
つ
い
て
解

説
し
、
参
加
者
は
当
時
と
今
の
暮
ら
し
の

違
い
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

歴
史
と
文
化
を
感
じ
て

出
雲
街
道
歩
き
会

景色を眺めながら歩く参加者
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広
報
真
庭   
●
月
号

　���

が�

編
集
後
記�

　

「
編
集
後
記
楽
し
み
に
見
て
る
よ
」

「
広
報
紙
は
ま
ず
そ
こ
か
ら
読
む
よ
」 

な
ど
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
。
広
報
紙
の

紙
面
は
い
ろ
い
ろ
な
ル
ー
ル
が
あ
り
ま

す
が
、
こ
の
編
集
後
記
は
比
較
的
好
き

な
こ
と
を
書
け
ま
す
。
昨
年
の
を
読
み

返
す
と
、
僕
の
書
い
て
い
る
こ
と
は
、

他
の
人
に
比
べ
緩
い
感
じ
で
す
。
こ
れ

か
ら
も
緩
い
感
じ
で
書
い
て
い
き
ま

す
。
お
楽
し
み
に
。
で
す
が
、
中
身
も

し
っ
か
り
読
ん
で
く
だ
さ
い
ね
。 

横
山

　

先
日
、
あ
る
被
写
体（
建
物
）を
撮
影

し
て
い
た
と
き
の
こ
と
。「
あ
そ
こ
の 

斜
面
を
登
れ
ば
、
も
っ
と
イ
イ
感
じ
の

写
真
が
撮
れ
る
か
も
」
と
思
い
つ
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
そ
の
前
に
は
結
構
深

い
溝
が
…
。
勇
気
を
出
し
て
、
カ
メ
ラ

を
持
っ
た
ま
ま
エ
イ
ッ
と
ジ
ャ
ン
プ
。

老
化
と
運
動
不
足
と
は
怖
い
も
の
で
、

そ
れ
以
来
右
足
が
痛
い
で
す
。
そ
れ
で

も
、
果
敢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
自
分
を

自
分
で
ほ
め
て
あ
げ
た
い
。 

江
崎
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「
お
茶
摘
み
体
験
」
や
「
製
茶
体
験
」
と
い
っ
た
今
で
は
貴
重

な
体
験
が
で
き
る
ほ
か
、
爽
や
か
な
コ
ク
の
あ
る
新
茶
と
温
か

い
お
も
て
な
し
で
日
頃
の
疲
れ
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
。

　

ま
た
、
地
元
住
民
に
よ
る
出
店
テ
ン
ト
で
は
、
地
元
特
産
の

お
茶
製
品
や
軽
食
な
ど
が
販
売
さ
れ
ま
す
。

■
日
時　

�
月　

日
�　

午
前
�
時
〜

��

■
場
所　

富
原
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
　
　
　
　
　
　

�問
 
　

「
富
原
お
茶
ま
つ
り
」
実
行
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

������ 第 � 期   蒜山地域の古代 ・ 中世
場所／蒜山郷土博物館　時間／各回  午後�時��分～�時

■問い合わせ先　蒜山郷土博物館　前原・深見　℡�-��-����

定員�各回��人　参加費��回���円 ※�回共通券�,���円（限定��枚）
申込方法�当日受付（共通券は博物館にお申込みください）　 申込締切�共通券は��人に達した場合締切

�月��日�　
蒜山高天原伝説の原点を求めて
伝説は誰によって、どのように生まれたのか？―

�月��日�
��万年前を掘る
―蒜山原の最初の人びと―

�月�日�　
蒜山の原始・古代
―縄文から四つ塚古墳の時代まで―

�月��日�
源平内乱の時代と蒜山
―真庭北部への戦乱の影響―

�月��日�
中世民衆の祈りと暮らし
―神と仏に関わる蒜山の農民―

�月��日�
石と地名が語る知られざる蒜山の中世
―蒜山の集落の誕生と個性―

�月��日�　
蒜山の戦国時代
―真庭激動の時代、戦いと山城の視点から―

�月�日�　
徹底解明・大宮踊の研究
―踊り・由来について全編新知見―

第�回

第�回

第�回

第�回

第�回

第�回

第�回

第�回

真庭市制施行��周年記念


